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1974年國學院大學文学部文学科卒業。
79年同大學大学院文学研究科博士課
程後期単位取得満期退学。専門は平
安時代文学。文学部長、副学長を経
て2019年より現職。

　1882（明治15）年に国学・神道の研究教育機関とし
て創立された「皇典講究所」を母体として設立された國學院
大學。1890（明治23）年公示の「國學院設立趣意書（1）」
には、国史・国文・国法を中心に学び、海外百科の学問を
も網羅兼修する旨が記されています。日本文化を学び、他
の国の在り方を学び、改めて日本の在り方を問い直すとい
う考え方は、140余年にわたり連綿と受け継がれてきま
した。
　国際化、多様化が進む現代において、「今生きている社
会の問題の本質とは何か」「自分自身の存在意義とは何
か」を改めて問い直し、より良い未来を創造する人材を育
成しています。
　2022（令和4）年4月に開設した「観光まちづくり学
部」では、観光と交流を軸に地域の魅力と課題を探し出し、
そこに住む人々と一緒に活力ある持続可能な地域社会の実
現に取り組んでいます。

「
物
事
の
本
質
を
問
い
直
す
」
こ
と
で

他
者
を
尊
重
し
、
未
来
を
ひ
ら
く
新
た
な
知
を
紡
ぎ
、

よ
り
良
い
共
生
社
会
を
創
造
す
る
人
材
を
育
成
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日
本
の
価
値
観
を
基
軸
に

国
際
課
題
の
解
決
に
挑
む

　

國
學
院
大
學
は
、
日
本
と
日
本
文
化
を

研
究
し
、
国
内
外
に
発
信
す
る
こ
と
で
日

本
理
解
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
か
ら
の
中
期
５
カ
年
計
画

に
お
い
て
は
、「
知
の
創
造
。
日
本
を
見

つ
め
、
未
来
を
ひ
ら
く
」
と
い
う
将
来
像

を
打
ち
出
し
、「
問
い
直
す
」「
学
び
合
う
」

「
共
に
生
き
る
」
を
教
育
目
標
に
掲
げ
ま

し
た
。
大
学
は
単
な
る
知
識
の
伝
達
の
場

で
は
な
く
、
教
員
と
学
生
、
学
生
と
学
生

と
が
共
に
学
び
合
い
、
学
生
の
知
を
日
々

新
た
に
す
る
と
と
も
に
、
既
存
の
知
を
問

い
直
し
、
知
を
創
造
す
る
場
で
す
。
國
學

院
大
學
は
、
未
来
の
共
生
社
会
を
創
り
出

す
人
材
を
育
成
し
、
こ
れ
ま
で
の
知
の
蓄

積
を
踏
ま
え
て
、
物
事
の
本
質
を
究
め
、

日
本
の
淵
源
に
思
い
を
い
た
し
、
未
来
を

ひ
ら
く
大
学
と
な
り
ま
す
。

　
「
本
学
は
、
物
事
の
本
質
を
究
め
る
こ

と
を
教
育
研
究
の
指
針
と
し
て
い
ま
す
。

物
事
の
本
質
を
知
る
た
め
に
国
や
社
会
、

地
域
の
歴
史
、
文
化
の
は
じ
ま
り
や
成
り

立
ち
を
究
明
す
る
こ
と
は
、
自
ら
が
生
き

る
現
代
社
会
を
問
い
直
す
こ
と
に
つ
な
が

づ
く
り
学
部
」
で
は
、
日
本
各
地
の
地
域

社
会
が
持
つ
奥
深
い
歴
史
文
化
へ
の
理
解

と
、
地
域
の
環
境
・
社
会
・
経
済
に
お
け

る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
分
析
・
解
決
す
る

能
力
を
備
え
、
地
域
社
会
の
活
力
と
し
て

貢
献
す
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
左
ペ
ー
ジ
上
図
）
で

は
４
年
間
を
通
じ
て
演
習
科
目
を
学
ぶ
こ

と
が
大
き
な
特
色
で
、
１
年
後
期
か
ら
は

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
重
視
し
た
選
択
必

修
科
目
「
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
を
開
講
。

南
雲
勝
志
ゼ
ミ
で
は
教
員
が
直
接
デ
ザ
イ

ン
に
携
わ
っ
た
東
京
駅
丸
の
内
の
行
幸
通

り
を
見
学
し
た
の
ち
、
通
り
の
街
灯
の
材

料
づ
く
り
に
携
わ
っ
た
川
口
鋳
物
工
場

キ
ュ
ー
ポ
ラ
を
訪
れ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ン
を
支
え
る
も
の
づ
く
り
の
現
場
の
話

を
伺
い
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
ゼ
ミ
ご
と
に
、

日
本
三
名
泉
の
一
つ
で
あ
る
草
津
温
泉
や
、

災
害
復
興
に
取
り
組
む
岩
手
県
陸
前
高
田

市
な
ど
を
訪
問
し
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
の

あ
り
方
な
ど
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

必
修
科
目
の
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
演
習

Ⅰ
・
Ⅱ
」
で
も
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
で
地

域
を
訪
れ
、
地
域
の
魅
力
を
見
出
し
、
課

題
を
探
り
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
利

点
は
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の
異
な
る
興

り
、
他
者
の
歴
史
や
文
化
を
尊
重
し
、
こ

れ
か
ら
の
共
生
社
会
を
主
体
的
に
創
り
出

し
、
担
っ
て
い
く
人
材
育
成
の
端
緒
に
も

な
り
ま
す
」（
針
本
正
行
学
長
）

　

國
學
院
大
學
で
は
「
神
道
と
文
化
」「
日

本
文
化
を
知
る
」「
國
學
院
の
学
び
」
な

ど
独
自
の
科
目
群
を
通
じ
て
、
学
問
的
伝

統
で
あ
る
神
道
精
神
の
本
質
や
日
本
研
究

の
成
果
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

「Japan Studies

」
の
よ
う
に
、
留
学
生

も
交
え
た
英
語
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
通
し
て
、
日
本
を
相
対
化
す
る
視
点

や
異
文
化
理
解
の
姿
勢
を
身
に
つ
け
る
こ

と
の
で
き
る
科
目
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
は
全
世
界
で
デ
ジ
タ
ル
化
を

加
速
さ
せ
、
そ
の
結
果
、
社
会
構
造
や
産

業
構
造
の
変
革
が
促
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
以
上
に
人
間
の
働
き
方
、
生
き
方
が

問
わ
れ
る
中
、
針
本
学
長
は
学
生
た
ち
に
、

「
科
学
技
術
の
進
展
は
人
間
の
既
得
権
を

脅
か
す
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
こ
れ
ま

で
人
間
が
内
に
秘
め
て
い
た
力
を
覚
醒
さ

せ
、
新
た
な
知
を
創
造
す
る
契
機
に
な
る

も
の
と
し
て
受
け
止
め
た
い
も
の
で
す
」

と
語
り
か
け
ま
す
。

文
理
融
合
の
学
び
に
挑
む

観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部

　

２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
４
月
に
は
、

観
光
を
基
軸
と
し
て
〝
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
〟
を
目
指
す
「
観
光
ま
ち
づ
く
り

学
部
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
方
で
は
少
子
高
齢
化
や
都
市
部
へ
の

一
極
集
中
な
ど
の
影
響
に
よ
り
過
疎
化
が

進
行
し
、
地
域
経
済
の
衰
退
が
危
惧
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、「
観
光
ま
ち

（1） 國學院設立趣意書
　皇典講究所開校式（明治15年11月）における
初代総裁有栖川宮幟仁親王の告諭には「凡學問
ノ道ハ本ヲ立ツルヨリ大ナルハ莫シ」と示され
ている。これは、物事の本質を究明すること

（「本ヲ立ツル」）が学問の道において重要であ
ることを意味する。その後、明治23年７月に皇
典講究所初代所長の山田顕義伯爵が公表したも
のが「國學院設立趣意書」である。日本および
世界各国の文化・歴史・国の在り方を研究した
上で、日本の在り方を問い直すことの重要性が
示されている。

（2） 留学・国際交流プログラム
　外国語を学ぶ学生のため、ネイティブが講師
となる英会話講座「English Lounge」、TOEICⓇ

対策講座などを用意している。海外留学には毎
年約100人が参加する夏期・春期短期留学や、
より高い語学力の修得を目指すセメスター留学
に加え、留学先で現地の学生と同じ授業に参加
する協定留学や国際インターンシップなどがある。

（3） アクティブ・ラーニング
　法学部では学生が自ら考え、体験し、話し合
うアクティブ・ラーニング型授業をさまざまな
手法により積極的に導入。例えば、授業テーマ
から受講生が創り上げる演習や、動画を使って
予習を済ませ、授業内ではグループワークを行
う反転授業のほか、学生と対話しながら授業を
進めるなど、複雑な現代社会の問題について学
生が自ら考え、解決する能力を養成している。
　また経済学部では、外部組織が実際に抱えて
いる「課題」や「問題点」を題材とした課題解
決型授業にアクティブ・ラーニング形式を採用。
グループワークを通して議論を重ねながら、プ
ロジェクトの完成に向けた協働作業を行うアク
ティブ・ラーニング科目が充実している。

（4） K-PLAS
　難関試験突破を目指すキャリアプログラムで、
３つのSTEPから構成される。「公認会計士コー
ス」では日商簿記検定３級、２級合格を、「国
家公務員総合職コース」では宅地建物取引士、
行政書士合格をそれぞれ中期目標として設定。
各コースとも条件を満たし、学内選考試験を通
過すれば、奨学生として最終目標であるSTEP3
を無償で１年以上受講できる。

味
・
関
心
に
よ
り
多
角
的
な
視
野
で
物
事

を
捉
え
、
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
寄
っ
て
検
証
し
、

深
い
議
論
に
進
め
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
こ

で
ま
と
め
た
「
観
光
と
交
流
」
に
関
す
る

課
題
解
決
策
を
地
域
に
提
案
し
、
持
続
可

能
な
地
域
の
実
現
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

展
開
科
目
は
「
社
会
」「
資
源
」「
政
策
・

計
画
」「
交
流
・
産
業
」
の
４
つ
の
類
か

ら
な
り
、
将
来
の
進
路
を
見
据
え
な
が
ら

専
門
性
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

　

少
人
数
の
演
習
と
と
も
に
、
学
び
の
柱

と
す
る
の
が
、
文
系
・
理
系
の
垣
根
な
く

科
目
を
柔
軟
に
選
択
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
観
光
ま
ち
づ
く
り

に
必
要
と
さ
れ
る
建
築
や
人
流
解
析
の
た

め
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
な
ど
、
理
系
分

野
と
融
合
し
た
学
び
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
社
会
が
協
力
し
て
個
性
を
磨
き
、

応
援
団
を
増
や
す
。
応
援
団
が
地
域
経
済

を
回
し
、
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
。
こ
の

流
れ
の
循
環
を
作
る
こ
と
を
私
た
ち
は

『
観
光
ま
ち
づ
く
り
』
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
仕
組
み
作
り
を
け
ん
引
し
、
地
域
の

外
で
は
な
く
中
か
ら
地
域
を
元
気
に
す
る

人
材
が
育
つ
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
」

（
西
村
幸
夫
・
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
長
）。

他
者
理
解
を
通
じ
て

思
考
力
と
汎
用
的
能
力
を
涵
養

　

國
學
院
大
學
に
は
、
目
的
に
合
わ
せ
て

選
べ
る
留
学
・
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
  （2）

が
多
数
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
授
業
を
休

ま
ず
異
文
化
体
験
を
す
る
な
ら
夏
期
・
春

期
の
短
期
留
学
、
し
っ
か
り
語
学
力
を
身

に
つ
け
る
な
ら
セ
メ
ス
タ
ー
（
１
学
期
間
）

留
学
や
、
半
年
〜
１
年
間
の
協
定
留
学
が

選
択
肢
と
な
り
ま
す
。
国
際
性
を
身
に
つ

け
る
手
段
は
、
留
学
だ
け
に
限
り
ま
せ
ん
。

留
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
や
イ
ベ
ン
ト
参
加
を

通
じ
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
居
な
が
ら
に
し
て

国
際
交
流
や
語
学
力
強
化
が
で
き
ま
す
。

　

学
生
の
夢
を
実
現
さ
せ
る
キ
ャ
リ
ア
支

援
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
大
勢

の
人
の
前
で
発
表
し
た
り
、
聞
き
手
に
分

か
り
や
す
い
よ
う
に
話
を
し
た
り
す
る
た

め
の
能
力
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
・
ス
キ
ル

（
汎
用
的
能
力
）」
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
涵
養
の
た
め
に
、
法
学
部
や
経

済
学
部
で
は
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（
問
題
解
決
型
授

業
）
や
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
  （3）

を

導
入
し
て
い
ま
す
。

　

他
者
と
の
対
話
や
、
協
働
し
て
課
題
を

解
決
す
る
過
程
を
通
じ
て
、
自
分
と
は
違

う
考
え
を
持
つ
人
々
の
知
の
歴
史
に
思
い

を
致
す
こ
と
が
、
自
己
実
現
を
切
り
拓
く

原
動
力
に
な
る
の
で
す
。

自
己
実
現
に
向
け
た

手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
体
制

　

一
般
企
業
へ
の
就
職
に
は
、
早
い
う
ち

か
ら
仕
事
の
現
場
を
訪
問
し
、
働
く
人
か

ら
話
を
聞
く
「
業
界
別
体
験
イ
ベ
ン
ト
」

観光まちづくり学部の専門教育科目の流れ

國學院大學

モニュメント「翔」が学生を出迎える
（渋谷キャンパス）

導入期
﹇
学
び
の
流
れ
﹈﹇
ゼ
ミ
と
演
習
﹈

基礎期 発展期
基本的な学習法、
地域の見方や
調査法を知る

1類 社会

メソッド科目

導
入
科
目

展
開
科
目

実践を支える調査分析手法やデザイン手法を学ぶ

関連科目 観光や交流を学ぶ上で、関連する他の専門分野について学ぶ科目（博物館学課程を含む）

トピックス科目 観光まちづくりの実践により近い分野の専門家や実務経験豊富な講師を招き、
より実践的な話題に触れる講義

地域をとりまく社会の構造及び
社会意識の実態や課題を学ぶ
基礎 発展

2類 資源 地域をとりまく歴史・文化、自然など
地域固有の資源の在り方と保全管理を学ぶ
基礎 発展

3類 政策・計画 地域の空間構造を踏まえた将来像の構想や
働きかけに有効な具体的政策及び計画の在り方を学ぶ
基礎 発展

4類 交流・産業 地域を主体とした域内外の交流の在り方と
その関連産業がもたらす経済効果を学ぶ
基礎 発展

必修科目
導入ゼミナール

地域の特性や
課題を把握・分析する

選択必修科目
基礎ゼミナールA・B

必修科目
観光まちづくり演習Ⅰ

地域の構想・提案をつくる

必修科目
必修科目
観光まちづくり演習Ⅲ
必修科目
専門ゼミナール（3年通年）

観光まちづくり演習Ⅱ
必修科目
卒業研究（4年通年）

年次1 年次2 年次3 年次4

学修の集大成としての
卒業研究

や
、
大
手
優
良
企
業
の
人
事
担
当
者
に
よ

る
説
明
会
「
企
業
セ
ミ
ナ
ー
」
の
開
催
に

加
え
、〝
國
學
院
生
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

ほ
し
い
企
業
〟
２
０
１
社
を
ま
と
め
た
冊

子
「
企
業
大
研
究
」
を
配
付
。
ま
た
、

「
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
内
定
者
ア
ド
バ
イ
ス
会
」
で

は
、
自
ら
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
訪
問
の
ア
ポ
イ
ン

ト
を
取
ら
な
く
て
も
、
ブ
ー
ス
を
ま
わ
る

だ
け
で
國
學
院
大
學
出
身
の
先
輩
社
員
に

そ
の
企
業
の
話
を
聞
け
る
の
が
特
長
で
す
。

内
定
を
獲
得
し
た
４
年
生
は
「
内
定
者
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
し
て
、
エ
ン
ト
リ
ー

シ
ー
ト
の
添
削
な
ど
で
後
輩
を
応
援
し
ま

す
。
対
策
面
で
は
、
筆
記
試
験
対
策
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
を
基
軸
と
し
た
配
信
講
座
や

本
番
さ
な
が
ら
の
模
試
受
験
の
ほ
か
、
企

業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る
模
擬
面
接
指
導

会
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

公
務
員
ま
た
は
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

を
目
指
す
学
生
に
は
、
全
学
共
通
実
践
的

キ
ャ
リ
ア
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ｐ
Ｃ
Ａ

Ｐ
」
を
設
置
。
講
義
だ
け
で
な
く
、
留
学

や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
挑
戦
も
支
援

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
家
公
務
員
総

合
職
や
公
認
会
計
士
な
ど
難
関
資
格
試
験

に
挑
む
学
生
に
は
、
独
自
の
キ
ャ
リ
ア
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
Ｋ-

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｓ
  （4）

」
を
提
供
す

る
な
ど
、
自
己
実
現
に
向
け
た
手
厚
い
サ

ポ
ー
ト
体
制
が
整
っ
て
い
ま
す
。
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